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	見つかった課題
	生徒会会計から部活動関係費用が支出されていること
本校の生徒会費徴収額は生徒一人につき2,800円。会計規模は1,200,000円程度になるが、その半分程度が「部活動費」という名目で各部活動の用具費として支出されていた。これが「おかしい」と思うか「当然」と思うか意見は分かれると思うが、私はおかしいと思ったのでとりくんだ。

	課題解決に向けた行動の経過
	　市内の状況を、連携会議で調査したところ、同様のケースは他に1校あるのみであった。
　2009年度から改善に着手し、現状報告の内部検討資料を作成し、まず管理職に提示。2010年度末の学校評価で課題を指摘。並行して具体的改善案を盛り込んだ内部検討資料を作成。
PTA役員会で、「PTA部活動費」の在り方を検討する形で具体的議論を行った。

PTA役員会の了承ののち、職員会議で今後の行程を報告。

PTA総会で新予算案承認。職員会議で生徒会費徴収金額を決定。

	とりくみの結果、何がどうなったか
	生徒会費　　　 2,800円（全生徒）→1,200円（全生徒）
PTA部活動会計2,000円（世帯毎+教職員）→4,100円（世帯毎+教職員）

全道全国積立会計500円（世帯毎+教職員）→廃止してPTA部活動会計に統合。

PTA一般会計のうち、「部活動助成費（200,000円）」を廃止し、PTA会費を2,400円から2,200円に減額。

	行動する上で見えたこと。とりくみの感想など
	　PTA総会で新予算案を提案する場合の説明が大変で、今回はさすがに読み上げ原稿を作成。もとの仕組みが複雑なので、その変更の説明は大変分かりづらかったと思う。生徒会費は生徒総会で承認され総会議案として生徒が家庭に持ち帰るから、家庭によっては予算案を見ることもあるかと思うが、実際はほとんどの家庭が生徒会予算を知らないと思われる。情報公開の必要を感じる。
　PTA総会が終了し、学校徴収金案内を家庭に配布したら、生徒の保護者から電話が来た。電話の要旨は「自分の子どもは事情があって部活に入れないのだが、部活動費は全員強制徴収か？」というものであった。「強制ではないが、保護者のご理解を得て集めさせていただいている」こと、「地域や学校によって部活動会計の在り方は様々であり、たまたま樽川中がこういう方式であるだけ。どれが正しいということはなく、みなさんの議論で決まる。」こと「大変貴重な意見であり、ぜひPTAの会議等で発言していただきたい」こと、などを説明して納得していただいた（「今の説明で気持ちよく払う気持ちになった」と逆に言われてしましました）。
　今回の金額変更がなくても、電話をいただいたかもしれないが、今回のとりくみをすすめる中で自然と、この件について説明する力がついていたように思える。そして多額の徴収金にため息をつきつつも、発言のできない保護者はきっといるのだろう。
情報公開、説明責任、事務改善（会計の整理統合）、学校徴収金の課題と、要素の多いとりくみでした。


内部検討資料見たい方は、colore3216@yahoo.co.jp　までメールを。
